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知床世界自然遺産地域 管理計画の見直しについて 

■構成の見直し（案） 

構成（案） 現行管理計画の対応箇所 

１．はじめに  １．はじめに 
２．管理計画の基本的事項  
（１）管理計画の目的 ２．目的 
（２）管理計画の対象範囲 （記載なし） 
（３）管理計画の期間 （記載なし） 
（４）管理計画の見直し ６（１）．計画の実施等 
３．遺産地域の概要  
（１）位置等 ３（１）．位置等 
（２）総説 ３（２）．総説 
（３）自然環境 ３（３）．自然環境 
（４）社会環境 ３（４）．社会環境 
４．知床世界自然遺産の価値と現状  
・知床世界自然遺産の価値と現状 ４（１）．管理の目標 

※価値の記載のみ 
５．管理の目標 ４（１）．管理の目標 
６．管理の基本方針  
６－１ 地域区分による管理 ４（２）．管理に当たっての視点 
６－２ 管理の基本方針  
（１）保護制度等の適切な運用 

 
３（５）．遺産地域の保護制度等 
５（１）ウ．自然景観の保全 

（２）野生動植物の保全管理 ５（１）ア．基本的な考え方 

①エゾシカ 
②ヒグマ 
③シマフクロウ 
④オジロワシ・オオワシ 

５（１）イ（イ）e 

（３）植生の保護等 
 

５（１）ア．基本的な考え方 
５（１）イ（ア）．植物 

（４）外来種対策 ５（１）エ．外来種への対応 

（５）海域の保全管理と一次産業との両立 ５（２）．海域の保全 
４（２）オ．一次産業との 両立 

（６）海域と陸域の相互関係の保全 
①河川環境の保全 

５（３）イ．河川環境の保全 

②サケ科魚類の利用と保全 ５（１）ウ．サケ科魚類の利用と保全 
（７）陸域と海域の統合的管理 ４（２）ウ．陸域と海域の統合的管理 

資料４ 
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構成（案） 現行管理計画の対応箇所 
（８）自然の適正な利用 
・「利用適正化基本計画」及び「利用の心得」等に基づき、利用

の適正化を図っていくことを記載 
・「知床エコツーリズム戦略」等に基づき、エコツーリズムを推

進していくことを記載 
※知床エコツーリズム戦略の将来目標、具体的方策等を抜

粋し、記載 
・近年の新たな動向として、インバウンド利用への対応等につ

いて記載 

４（２）カ．レクリエーション利用と自然
環境の保全の両立 
５（４）．自然の適正な利用 

（９）長期モニタリング及び総合評価に基づく順応的管理 ４（２）イ．順応的管理 
５（７）．調査研究・モニタリング 

（10）気候変動への対応 ４（２）キ．広域的な視点による管理 
５（８）．気候変動の影響への対応 

（11）地域との連携・協働による保全管理 ６（２）．地元自治体の取組 
５（１）ウ．自然景観の保全（漂着ゴミ関
連） 

７．管理の実施体制  
（１）遺産地域の管理機関及び地元自治体の体制 ５（５）．遺産地域の管理に係る関係行政

機関及び地元自治体の体制 
（２）科学的助言に基づく順応的管理のための体制 ４（２）イ．順応的管理 

６（１）．計画の実施等 
（３）関係者の連携のための体制 ４（２）ア．地域との連携・協働 

６（１）．計画の実施等 
（４）管理計画の実施状況の点検 ６（１）．計画の実施等 
（５）年次報告書の作成 ５（９）．年次報告書の作成 
（６）情報の発信・共有と普及啓発等 ５（６）．保全・管理事業の実施 

５（７）．調査研究・モニタリング 
５（10）．情報の共有と普及啓発 

８．おわりに ７．おわりに 
 
※改正構成（案）において、現行計画での記載が含まれていない項目は、「６（３）資金」となる。 
※全体を通じて情報を更新するとともに、年号の表記を「西暦（和暦）」に統一する。 
 
 
 
 
 
 



 

3 
 

■「６．管理の基本方針（８）自然の適正な利用」に係る見直し方針（案） 
 
①利用の適正化に関して 
・「知床国立公園管理計画書」や「利用の心得」、『知床国立公園利用のあり方に関す

る懇談会』にてとりまとめられた「ゾーニングイメージ案」を踏まえ、利用の適
正化を進めていく上での基本方針を記載 

※特に「利用の心得」に掲げられている基本原則や共通事項の観点を踏まえ、遺産
管理の基本方針となるものを再整理 

 
②エコツーリズムの推進に関して 
・「エコツーリズム戦略」に基づいてエコツーリズムを進めていくことを記載 
※特に「エコツーリズム戦略」に掲げられている基本原則や具体的方策の観点を踏

まえ、遺産管理の基本方針となるものを再整理 
 
③構成の見直しについて 
・現行計画の構成では主要利用形態毎に対応方針が整理されているが、現行の遺産管

理計画では、大きく A 地区及び B 地区の 2 地区に区分しているほか、関連する既
存計画においても地区ごとに自然体験の考え方やルール等が整理されており、地区
によっても利用形態が異なる。このため、見直しに当たっては、地区ごとに基本方
針を再整理 

 
※地区区分の例 

⑴ 現行計画にて遺産管理上の地区区分として示されているＡ地区、Ｂ地区 
⑵「先端部地区」、「中央部地区」及び「知床五湖利用調整地区」の３つを頭出

しし、各地区を管理計画書における地区区分等を参考に再区分 
⑶「ゾーニングイメージ案」で示されている９つの地域区分 等 
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（構成の見直しについて） 
現行計画の構成 

（適正利用に係る項目） 
 見直し案 

４．管理の基本方針 
（２）管理に当たって必要な視点 

カ．レクリエーション利用と自然
環境の保全の両立 

５．管理の方策 
（４）自然の適正な利用 

ア．基本的な考え方 
イ．利用の適正化 
ウ．エコツーリズムの推進 
エ．主要利用形態毎の対応方針 
（ア）観光周遊 
（イ）登山・トレッキング 
（ウ）海域のレクリエーション利用 
（エ）その他の利用 

 ６．管理の基本方針 
（８）自然の適正な利用 

ア．基本的な考え方 
イ．利用の適正化 
 

 
 
 

ウ．エコツーリズムの推進 
 
 
 

 
エ．地区ごとの対応方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

「利用の心得」の基本原則、共通事項
の観点を踏まえ、遺産管理の基本方
針となるものを再整理 

「戦略」の基本原則、具体的方策の観
点を踏まえ、遺産管理の基本方針と
なるものを再整理 

地区ごとに基本方針を再整理 

地区区分の例 
・Ａ地区、Ｂ地区の２区分 
・先端部地区、中央部地区、知床五湖

利用調整地区の３区分 
・「ゾーニングイメージ案」で示され

ている９つの地域区分 
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【参考 1】知床の利用のあり方に関するゾーニングイメージ案 
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【参考２】現行計画（適正利用に関係する項目） 
４．管理の基本方針 

（２）管理に当たって必要な視点 
カ．レクリエーション利用と自然環境の保全の両立 

・遺産地域の原生的な自然環境を将来にわたり保全し、人々に大きな感銘をもたらし続けること
を前提として、観光、自然探勝、登山、釣り等の利用は、自然環境に支障を及ぼすことのない
よう適正に行うこととする。 

・このため、専門家、関係団体、地元自治体及び関係行政機関等により構成する「知床国立公園
利用適正化検討会議」において、科学的知見に基づき、地域における合意形成を図りつつ、必
要な計画や利用ルールの策定・見直しを行う。 

・また、「知床エコツーリズム推進協議会」を中心に、エコツーリズムの考え方に基づく取組を
地域に浸透させていく。これらにより、原生的な自然環境の保全と、地域の主要な産業である
観光を始めとするレクリエーション利用との両立を図る。 

 
５．管理の方策  

（４）自然の適正な利用 
ア．基本的な考え方 
・遺産地域内の観光、自然探勝、登山、釣り等の利用については、世界自然遺産としての価値を将来

にわたって損なうことのないようにすることが必要であり、遺産地域では原生的な自然環境を保
存・保全しつつ、人々に感銘を与える質の高い利用機会を提供する。 

・この考え方を踏まえ、知床の原生的な自然にふさわしい利用ルール（「知床ルール」）づくりを進め
るとともに、必要に応じて一定の制限や普及啓発等を行うことにより、自然の適正な利用を図る。 

 
イ．利用の適正化 
・遺産地域が極めて原生的な自然環境、脆弱な自然環境を有する一方で、過剰利用等の問題が生じて

いること等を踏まえ、地域ごとに、利用形態毎の取扱方針、守るべき利用のルール、管理運営の方
向性等を定める利用適正化基本計画に基づき、適正な管理を推進する。 

・また、利用者が留意すべき事項・禁止事項を定める「利用の心得」について、利用者に遵守を求め
ていく。 

・さらに、脆弱な自然環境に対する人為的影響や過度な利用の集中に伴う問題が生じないように、遺
産地域の周辺地域も含めた様々な自然や文化に関わる資源の活用、利用情報や利用プログラムの提
供等を通じて、利用の分散、利用者の適正な誘導を図る。 

・併せて、科学的知見に基づき得られた客観的根拠により、利用による植生の荒廃や野生動物の生息
への影響が認められる又はそのおそれがある地域において、自然公園法に規定する利用調整地区を
導入することにより、必要に応じて利用者数、利用期間等を調整することを検討する。 

・なお、利用実態や利用に伴う自然環境への影響等については継続的にモニタリングを行い、その結
果をもとに必要な計画・ルールの見直し、対策等を行っていく。 

 
ウ．エコツーリズムの推進 
・遺産地域の利用者の大多数は自動車や観光船による観光周遊の利用者であるが、遺産地域の持つ価値
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を保護し、後世に引き継ぐためには、利用者の誘導やモニタリング等を行いつつ、利用者が遺産地域
の自然環境及びその保護の重要性についてより一層理解を深められるよう、地域の自然環境や生活
文化に詳しい者により提供される体験型のプログラムに基づく、野生動物や自然環境の観察等の利
用の導入・普及を進めることも大切である。 

・このため、「知床エコツーリズム推進協議会」を中心に「知床エコツーリズム推進計画に基づき、
地域に暮らし、産業を営む人たちの知恵やきめ細かな情報を活かしながら、野外での自然解説や展
示施設でのレクチャー等を行う人材の育成及び利用プログラムの構築と実践に関係行政機関、地元
自治体、関係団体が協力して取り組んでいく。また、自然解説等を行う際に、利用に伴う自然環境
への悪影響が生じることのないように配慮するための指針を定めた「知床エコツーリズムガイドラ
イン」を効果的に運用する。 

・エコツーリズムの推進に当たって、知床国立公園利用適正化検討会議との密接な連携を図りつつ、
これらの取組を推進することにより、観光周遊利用や宿泊利用においても、地域が主体となって活
力ある持続的な地域づくりを進めていくというエコツーリズムの考え方を踏まえた取組が地域に
浸透していくことを目指す。 

 
エ．主要利用形態毎の対応方針 
（ア）観光周遊 
・遺産地域の利用形態として最も一般的なものは、自動車や観光船による観光周遊である。遺産地域

内で自動車による観光周遊に供されている地区にはカムイワッカ、知床五湖、知床峠、羅臼温泉等
があるが、車道が比較的少ないことから周遊地は限定されている。周遊しながら、それぞれの利用
拠点で風景の鑑賞や徒歩による自然の探勝、観察等が行われている。 

・遺産地域の原生的な自然環境の保全の重要性にかんがみ、自動車利用の増大による支障を招くよう
な新たな車道の設置は、原則として行わない。現在、自動車による周遊に供されている主要な利用
拠点や展望地については、利用者が快適に利用でき、遺産地域の自然景観等を鑑賞できるよう、過
剰利用の抑制や自然環境への影響防止に十分配慮しつつ、適切な整備を図る。 

・また、自動車利用の増大から自然環境への悪影響が懸念され、または利用環境が悪化している状況
が見られる場合には、代替交通機関の導入によるマイカー規制、低公害車の導入等の様々な影響緩
和措置について、地元関係者の意見を聴きつつ効果的な対策を検討し、自動車利用の適正化と環境
に配慮した交通システムの構築を推進する。また自然環境の保全と質の高い利用を推進するため、
ひとつの手段としてシャトルバスの導入の可能性や効果についても検討を行う。なお、知床五湖等
の利用者が集中する拠点や到達道路が限られているカムイワッカ地区において、自然環境保全等の
ため現在行われている夏期の自動車利用適正化対策については、その効果を検証するとともに、地
元関係者の意見を聴きつつ、ヒグマからの安全確保や動物観察の機会提供等も考慮し、対策の一層
の充実と具体化を図る。 

・知床五湖地区は、遺産地域の中でも特に利用が集中する地域であることから、過剰な利用に伴う問
題、あるいは高密度に生息するヒグマとのあつれきを生じさせないように、効果的な利用の制限、
誘導や普及啓発、施設整備のあり方、ヒグマの保護管理のあり方を検討し、必要な対策を実施する
ことにより、適正な利用を確保する。 

・また、斜里側と羅臼側を結ぶ車道である知床横断道路については、ハイマツを含む高山帯を通過し
ていることから、道路利用に伴う自然環境への影響を最小限に留めるため、知床峠を除き通過利用
を原則とし、道路上での駐車規制を引き続き実施するとともに、道路の適切な維持管理を行う。た
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だし、近年利用者が増加傾向にある羅臼湖の適正な利用のあり方について、地元関係者の意見を聴
きつつ検討する。 

・自動車や観光船の利用者が野生動物に餌を与えたり、ゴミを捨てたりする行為が、野生動物の生態
に悪影響を及ぼすおそれもある。こうした利用に伴う野生動物への悪影響を防ぐためのルールにつ
いて、遵守を求めていく。 

 
（イ）登山・トレッキング 
・遺産地域内の山岳部を中心として、登山やトレッキングの利用が行われている。 
・これらの利用は、脆弱な高山帯の植生や貴重な野生動物の生息地・繁殖地等を含む原生的な自然環境

を有する地域を対象として行われることから、こうした自然環境に対して悪影響が生じないように
する必要がある。また、ヒグマが高密度に生息する地域であることから、ヒグマと遭遇する場合もあ
り、ヒグマとのあつれきを回避することも必要である。 

・このため、自然環境保全上の配慮事項やヒグマ遭遇時の対応法、ゴミ・食料の管理方法等について、
指導・普及啓発を行う。加えて、利用に伴う自然環境への悪影響やヒグマの行動形態等を把握しつ
つ、必要に応じて、利用の制限（歩道の一時閉鎖、利用区域・期間の限定等）等の適切な措置をと
る。また、植生の保護や登山者等の危険防止に配慮した歩道等の適切な整備と維持管理を行う。 

・登山・トレッキングに伴うキャンプについては、野営指定地であっても、無秩序なテントの設営等
により植物を損傷したり、植生破壊を招くことがないよう利用者への指導を徹底する。また、ヒグ
マ対策用のフードロッカーが設置されている野営指定地では、キャンプの際は安全対策としてフー
ドロッカーを利用するよう指導する。それ以外の地域におけるキャンプについてはフードコンテナ
を持参するよう普及啓発を行う。さらに、生態系や景観へ悪影響を及ぼさないよう、携帯トイレの
利用等のし尿処理に関するルールやマナーの普及啓発など必要な対策を推進する。 

 
（ウ）海域のレクリエーション利用 
・動力船を利用して観光目的で知床岬等の陸域に上陸することは、自然環境に悪影響を及ぼすことが

懸念されることから、「知床岬地区の利用規制指導に関する申し合わせ」等により、関係行政機関
等が連携・協力し、観光目的での上陸の抑制を徹底・強化する。 

・また、遺産地域の海岸部及び海域は、ケイマフリやオオセグロカモメ、ウミウ等の海鳥や海棲哺乳
類の生息地・繁殖地となっているため、観光・レジャー目的の船舶や水上バイクの航行、無秩序な
餌やりや観察等がこれら海鳥や海棲哺乳類に悪影響を与えることも懸念される。このため、海域の
レクリエーション利用が海鳥や海棲哺乳類に悪影響を与えないようルールづくりを行うとともに、
普及啓発を行う。 

・遺産地域においては、シーカヤックで半島を周回したり、興味地点まで往復するなどの利用も見ら
れる。シーカヤックでの利用では、キャンプや風待ち等のために上陸が必要となる場合がある。こ
のため、海岸部の植生や野生動物に悪影響を及ぼさないよう、「利用の心得」等のもとに適正に行
われるようにする。 

・シロザケ、カラフトマスが来遊する時期には、遊漁船等を利用した釣りや河口付近での釣りが行わ
れている。シロザケ、カラフトマス等の釣りについては、現状を踏まえた上で遊漁関係者等と連携・
協力し、釣りを目的とした上陸場所の特定、関係法令・規則の遵守、ゴミの持ち帰りや釣り上げた
魚の適切な処置等に関する指導を強化するなどして、自然環境への悪影響を防止する。 

・なお、これらの観光・レジャー目的の船舶や水上バイク、シーカヤックの利用、釣りなど海域のレ
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クリエーション利用に当たっては、対象海域の漁業生産活動への支障を防止するという点にも十分
配慮するようルールの遵守を求めていく。 

 
（エ）その他の利用 
・遺産地域ではエゾシカやヒグマ等の野生動物の姿を見ることが日常的であるが、これら野生動物の

写真撮影や観察については、野生動物を脅かしたり、繁殖活動に悪影響を与えるおそれがある。ま
た、高山帯や湿地等の脆弱な植生を有する地域においては写真撮影等を目的とした歩道外への踏み
出しによる植生衰退を防止する必要がある。このため、利用者への指導や普及啓発活動によりこれ
らの行為の抑制に努める。ルシャ・テッパンベツ川流域では、特にヒグマが多く生息し、その生態
を撮影しようとするカメラマン等の入り込みも見られることから、鳥獣保護区特別保護指定区域の
規制をはじめ、必要な措置を講じて、写真撮影等による悪影響が生じないように適正に指導、管理
を行う。 

・冬期における雪上でのレクリエーション利用は、オジロワシなど希少鳥類の繁殖活動等に悪影響を
及ぼすおそれもあることから、自然環境への悪影響の防止に十分配慮するよう、事前の指導や普及
啓発を行う。また雪崩等の危険区域の周知徹底に努める。遠音別岳原生自然環境保全地域及び知床
国立公園へのスノーモービルの乗入れや航空機の着陸は規制されていることから、違法な乗入れ等
が行われないよう巡視・取締りを行う。 

・また、航空機の低空飛行は、快適な利用や野生動物に悪影響を及ぼすおそれがあることから、必要
に応じ関係者に対し、行わないよう要請する。 

・さらに、流氷上でのレクリエーション利用についても、海鳥等の野生動物や景観への影響に十分留
意するとともに、必要に応じルールづくりを行う。 

 
 
 
 


